
開
会
に
あ
た
っ
て
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
田
原
耕
太
郎
代
表
が
、

「
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は

悪
徳
商
法
に
ご
用
心

と

い
う
テ
ー
マ
で
勉
強
し
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
講
師
の

市
協
働
推
進
課
・
廣
澤
崇
志
主

任
主
事
が
「
結
論
を
を
言
え
ば

『
要
り
ま
せ
ん
』
と
い
う
意
思

表
示
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
な
ど
と
注
意
を
呼

び
掛
け
た
。

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
は
①
う

か
つ
に
家
の
中
に
入
れ
な
い
。

②
要
ら
な
い
場
合
は
ハ
ッ
キ
リ

断
る
。
③
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
で
家
族
に
相
談
す
る
。
④
う

ま
い
話
に
は
の
ら
な
い
。
⑤
う

っ
か
り
契
約
し
た
ら
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
制
度
を
活
用
す
る
。
⑥

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
す
る
、
な
ど
の
要
点

を
示
し
、
十
五
分
間
の
ビ
デ
オ

を
視
聴
し
た
。

全
国
で
平
成
二
十
年
に
発
生

し
た
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
額

は
約
２
７
６
億
円
（
警
察
庁
ま

と
め
）
。
最
近
は
数
人
が
役
割

分
担
を
し
て
お
金
を
だ
ま
し
取

っ
た
り
、
被
害
者
宅
で
直
接
現

金
を
受
け
取
る
手
口
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。

井
原
学
区
の
少
年
団
対
抗
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が
六

月
二
十
一
日
、
井
原
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
、
倉

掛
か
ら
は
Ａ

Ｂ
２
チ
ー
ム

の
二
十
四
人

が
出

場

し

た
。予

選
リ
ー

グ
は
倉
掛
Ａ

が
１

勝

１

敗
、
倉
掛
Ｂ

は
０
勝
２
敗

で
午
後
の
試
合
に
臨
ん
だ
。
全

試
合
成
績
は
右
下
別
表
の
と
お

り
。

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
井
原
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
参
加

し
て
い
る
倉
掛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

同
好
会
が
五
戦
五
勝
と
好
調
。

主
軸
の
一
人
だ
っ
た
岡
藤
良

二
さ
ん
が
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
新

町
へ
移
籍
し
た
こ
と
か
ら
戦
力

低
下
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、

全
員
プ
レ
ー
に
撤
し
て
七
月
十

二
日
に
は
難
敵
岩
野
に
競
り
勝

っ
た
。
同
リ
ー
グ
戦
も
八
月
三

十
日
の
二
試
合
を
残
す
の
み
。

山
本
勝
己
監
督
は
「
攻
守
共

に
好
調
で
す
。
こ
こ
ま
で
来
た

ら
優
勝
を
狙
い
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。◇

◇
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／川相益一

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/̃kurakake/

ふれあい・いきいきサロンあすは主催の井原市出前

講座がつどえ～るで７月２９日に開かれ、オレオレ詐

欺などの被害に遭わないようにと２５人が受講した。

悪徳商法の手口について説明する廣澤主任主事＝7月29日

地
域
活
性
化
と
住
民
交
流
の
促
進

を
図
ろ
う
と
倉
掛
自
治
連
合
会
が
文

化
祭
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
井
原
の
協
力
を
得
る
こ
と
で

開
催
見
通
し
が
立
っ
た
も
の
。
自
治

連
合
会
は
近
々
、
婦
人
会
や
育
成
会

な
ど
の
地
元
関
係
団
体
と
実
施
に
つ

い
て
協
議
す
る
予
定
。

同
法
人
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
諸
団
体
へ
種
々
の
事

業
推
進
を
呼
び
掛
け
る
立
場
。
生
活

基
盤
の
安
全
性
や
合
理
性
の
維
持
を

主
な
目
的
と
し
て
き
た
自
治
会
に
対

し
て
、
新
た
な
分
野
へ
の
提
案
を
試

み
る
形
と
な
る
。
実
現
す
れ
ば
個
人

や
団
体
は
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と

受
け
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
担
当
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

展
示
な
ど
を
行
う
。

自治連合会とＮＰＯが協力

文化祭の開催を検討

少

年

団

球
技
大
会

倉 掛 Ａ １ － ５ 夏 目
倉 掛 Ａ ２ － １ 新 町 Ａ
倉 掛 Ａ ７ － １ 下 町
倉 掛 Ａ ５ － ９ 新 町 Ｂ
倉 掛 Ｂ ２ － ３ 本 町
倉 掛 Ｂ ４ － ５ 新 町 Ｂ
倉 掛 Ｂ ８ － ３ 向 町
倉 掛 Ｂ ５ － ８ 新 町 Ａ

5/31 倉掛 14－３ 夏目

6/28 倉掛 ７－０ 下町

6/28 倉掛 24－５ ＶＩＰ

7/12 倉掛 11－８ 岩野

7/12 倉掛 10－２ 中町

〈倉掛少年団成績〉

リーグ成績

倉掛Ｂチームの倉橋友紀恵さん（６年）

川上大河君（５年）

い き い き
サロンあすは

会場の第一候補はつどえ～る

氏 名 打 安 打率

川相 勝 1 1 1.000

川相 益一 13 6 0.462

倉橋 一郎 4 3 0.750

黒崎 英夫 8 6 0.750

佐藤 利博 6 3 0.500

田中 利治 12 7 0.583

谷 和政 12 7 0.583

氏 名 打 安 打率

塚村 秀司 6 3 0.500

西山 津好 15 12 0.800

松井 憲司 4 2 0.500

森 吉夫 2 1 0.500

山岡 秀男 15 10 0.667

山本 勝己 4 1 0.250

山元 幸治 14 9 0.643

〈打 撃 成 績〉 ※アイウエオ順



井
原
町
盆
踊
り
大
会
が
八
月

十
四
日
、
井
原
小
学
校
で
行
わ

れ
、
町
民
多
数
が
参
加
し
た
。

今
年
は
倉
掛
踊
乱
会
約
二
十

人
が
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
で
踊
り
の

輪
に
加
わ
り
一
段
と
賑
や
か
。

特
に
目
立
っ
た
の
は
倉
掛
14
組

川
相
勝
さ
ん
扮
す
る
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ス
ポ
ン
ジ
・
ボ
ブ

（
写
真
）
。
幼
い
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
姿
を
見
つ
け
る
と
嬉
し

そ
う
に
駆
け
寄
っ
て
い
た
。

倉
掛
婦
人
会
役
員
も
井
原
音

頭
や
、
備
中
ホ
イ
サ
の
曲
に
乗

っ
て
約
二
時
間
踊
り
、
倉
掛
少

年
団
育
成
会
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
販
売
に
貢
献
し
た
。

七
月
か
ら
家
庭
ゴ
ミ
有
料
化

の
試
行
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
六

月
二
十
日
夜
、
つ
ど
え
〜
る
で

出
前
講
座
が
開
か
れ
た
。

環
境
課
に
よ
る
講
座
は
今
年

一
月
に
開
か
れ
た
が
、
実
施
が

直
前
に
迫
っ
た
こ
と
か
ら
、
具

体
的
内
容
を
今
一
度
聞
き
た
い

と
す
る
住
民
約
九
十
人
が
保
存

版
の
資
料
を
手
に
参
加
し
た
。

講
師
の
谷
井
課
長
補
佐
（
写

真
左
）
と
日
笠
主
事
（
同
右
）

は
「
正
式
な
有
料
化
は
十
月
か

ら
で
す
が
、
今
一
度
ご
確
認
い

た
だ
き
正
し
い
ゴ
ミ
出
し
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
そ
っ
て
約
一
時

間
、
詳
し
い
説
明
を
行
っ
た
。

資
源
ゴ
ミ
の
サ
イ
ズ
に
関
す
る

質
問
で
は
「
制
限
は
特
に
な

い
」
と
回
答
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
（
田
原
耕
太
郎
代
表

・
会
員
七
十
人
）
が
九
月
八

日
、
つ
ど
え
〜
る
で
秋
の
ふ
れ

あ
い
交
流
会
を
開
催
す
る
。

こ
の
日
は
社
会
福
祉
士
の
柳

澤
大
作
氏
が
オ
カ
リ
ナ
を
演
奏

す
る
と
共
に
、
健
康
講
座
を
担

当
。
西
部
い
こ
い
の
里
支
援
セ

ン
タ
ー
相
談
員
の
森
本
亜
紀
社

会
福
祉
主
事
は
健
康
体
操
の
指

導
を
行
う
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
手
作
り
お
は
ぎ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

田
原
代
表
は
「
今
回
も
意
義

深
い
サ
ロ
ン
に
な
る
で
し
ょ

う
」
と
述
べ
、
参
加
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

同
サ
ロ
ン
は
本
年
度
、
四
月

に
郷
社
で
花
見
会
、
六
月
に
コ

ー
ス
タ
ー
作
り
、
七
月
は
出
前

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
活
動
を
展
開
中
。
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8/30  衆院議員総選挙投票日
8/30  井原ソフトボールリーグ

倉掛－新町 倉掛－猪清
9/ 6  消防団第３部試運転日
9/ 6  井原町敬老会
9/ 8  サロンあすは・交流会
9/12  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
9/13  井原中学校秋季体育大会
9/19  自治連合会防犯パトロール
9/20～21 石鎚登山 （山岳同好会）
9/20～30 秋の全国交通安全運動
9/27  ソフト・トーナメント戦
10/ 1  ゴミ有料化完全実施
10/ 4  井原市民体育祭
10/17  自治連合会防犯パトロール
10/18  倉掛少年団公園・堤清掃
10/25  井原町秋季大祭
11/ 8  倉掛少年団・秋季資源回収
11/ 8  公民館杯ソフト＆バレー大会
11/9～11 少年団夜警活動（三日間）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■公衆街路灯２基設置

倉掛８組（浜田商店前）と１３の２組

（郷社南）の二カ所へ７月１５日、公衆街

路灯（防犯灯）が設置された。自治連合会

は事前に市へ新設届を提出し、工事完了

後、費用の８割について補助金を申請。

月々の電気料はスポンサーが負担する。

■石鎚山登山ツアーのご案内

山岳同好会が石鎚登山の参加者を若干名

追加募集中。希望者は下記へ申し込む。

とき：９月20日（日）～21日（月）

石鎚神社本社（泊）

会費：大人 15000円 小学生 14000円

申込：谷（62-1990）渡辺建材（62-1448）

環

境

課

出
前
講
座

長かった梅雨
増
水
し
た
小
田
川
＝
七
月
二
十

一
日

帝
釈
峡
で
の
少
年
団
キ
ャ
ン
プ
も
大
雨

警
報
が
出
て
中
止
＝
七
月
二
十
五
日

ラ
ジ
オ
体
操
は
雨
で
二
日
遅
れ
の
ス
タ

ー
ト
＝
七
月
二
十
二
日
・
郷
社
境
内

サロンあすは

女性はオレンジ、男性は白のハッピ姿で踊る倉掛の有志＝8月14日

井原町盆踊り大会


